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②居住機能の導入について
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②居住機能の導入について
１．生駒市の人口推移
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年齢3区分別人口の推移と予測

・生産年齢人口の減少が
顕著な少子･高齢化の進行

・現在多い30～40歳代の
若い世代が将来は減少し
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出典：生駒市人口ビジョンH27.12

年齢階層のバランスに変
化が生じる見通し



②居住機能の導入について
２．空き家率の推移
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・人口減少、高齢化による空き家の増大が予測される中で、
新たな大都市の受け皿としてのニュータウンは不要

・権利者や学研都市で働く人の受け皿となる居住機能は必要

・職住が近接し、子育てしやすい定住環境や次世代の暮らし

② 居住機能の導入のあり方（案）
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を提案する「育児と仕事が両立」できるコンパクトな街の
モデル的な形成を図る。

・先端大や他の立地施設での研究成果を一般に先駆けて生活
に活かしたスマートなライフスタイル。
例えば、ＩＣＴ（環境、エネルギーマネジメント等）を活
用したスマートシティなど


